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香
川
用
水
事
業

四
国
三
郎
と
い
わ
れ
る
吉
野
川
（一
級
河
川）
は、
そ
の
流
路
延
長
は一
九
四キロ

討、
年
間
流
量
も
約
四
五
i
五
O
億トシ
に
及
ぶ
豊
富
な
水
量
を
有
し
て
い
る
が、
そ

の
流
量
の
変
動
が
大
き
い
た
め
に、
上
流
に
お
け
る
高
知、
愛
媛
両
県
へ
の
わ
ず
か

な
分
水
の
ほ
か、
支
川
を
利
用
し
た
小
規
模
の
発
電
と、
下
流
徳
島
県
で
の
沿
岸
耕

地
の
か
ん
が
い
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い。
大
部
分
の
水
は
未
開
発
の

ま
ま
放
置
さ
札、
お
よ
そ
全
量
の
八
O
%
余
が
む
だ
に
海
に
流
さ
れ
て
い
た。

そ
こ
で、
吉
野
川
総
合
開
発
計
画
と
し
て、
吉
野
川
の
完
全
な
治
水
と
合
理
的
な

J
I

水
の
利
用
計
画
を
目
的
と
す
る
大
事
業
で
あ
る。
吉
野
川
の
総
合
開
発
に
よ
っ
て、

徳
島
県
を
は
じ
め、
他
三
県
へ
の
分
水
計
画
が
論
議
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は、

太
平
洋
戦
争
終
結
後、

河
川
総
合
調
査
協
議
会
の
調
査
河
川
と
し
て
吉
野
川
が
選
定一

さ
れ、
昭
和
二
十
三
i
二
十
四
年
度
に
わ
た
り、
調
査
が
実
施
さ
れ、
昭
和
二
十
五

年
「
国
土
総
合
開
発
法」
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
四
国
四
県、
関
係
諸
管
公
庁、
電
力
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会
社
な
ど
の
諸
機
関
で
立
案
さ
れ
た
種
々
の
計
画
案
が
検
討
さ
れ
た
が、
関
係
者
の

意
見
の一
致
を
み
ず、
表
面
的
に
は一
時
停
滞
し
て
い
た
が、
昭
和
三
十
七
年
「
四

園
地
方
総
合
開
発
促
進
法」
吉
野
川
総
合
開
発
の
動
き
は
活
発
化
し、
昭
和
四
十一

年
七
月
「
早
明
浦
ダ
ム」
の
建
設
を
基
幹
と
す
る
吉
野
川
総
合
開
発
計
画
に
四
国
の

各
県
が
同
意
し
た
こ
と
に
よ
り、
本
格
的
に
事
業
の
推
進
を
み
る
に
至
っ
た。
こ
の

結
果、
早
明
浦
ダ
ム
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
る
用
水
の
各
県
配
分
量、
お
よ
び
ダ
ム
建

設
費
の
負
担
割
合
が
最
終
的
に
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る。

早
明
浦
ダ
ム
は
建
設
省
直
轄
事
業
と
し
て、
昭
和
四
十
年
度
建
設
に
着
手、
本
格

叫
工
事
は
昭
和
四
十
二
年
か
ら
始
ま
っ
た。
昭
和
四
十一
年
度
以
降
は
水
資
源
開
発

／《
公
団
が
こ
れ
を
受
け
継
い
で
工
事
を
進
め、
昭
和
四
十
八
年
十一
月
十
日
そ
の
竣
工

式
が
挙
行
さ
れ
た。
早
明
浦
ダ
ム
は、
吉
野
川
本
流
上
流（
高
知
県
長
岡
郡
本
山
町）

に
あ
り、
多
目
的
ダ
ム
と
し
て
は
日
本
屈
指
の
大
き
な
ダ
ム
で、
堤
高
は一
O
六
抗、

貯
水
量
三
億
二ハ
O
O
万トン
で
あ
る。

こ
の
ダ
ム
に
よ
っ
て、
吉
野
川
下
流
の
洪
水
を
防
ぐ
と
と
も
に、
吉
野
川
流
量
の

確
保
を
図
り、
下
流
の
徳
島
県
は
も
と
よ
り、
古
く
か
ら
用
水
の
不
足
に
悩
ま
さ
れ

て
き
た
香
川、
愛
媛
の
両
県
へ
分
水
し、
急
増
す
る
水
需
要
を
充
た
す
と
と
も
に、

発
電
も
併
せ
て
行
な
う。
ま
た
高
知
分
水
に
よ
り
発
電
所
の
増
強
と
高
知
市一
帯
の

都
市
用
水
を
供
給
す
る。
早
明
浦
ダ
ム
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
る
水
量
は
年
間
八
億
六

三
O
O
万トン
で、
四
国
四
県
の
配
分
に
つ
い
で
は
次
の
と
お
り
で
あ
る。

徳
島
県

四
億一
0
0
0
万
J

香
川
県

二
億
四
七
O
O
万
J

教
媛
県

一
億
六
七
O
O
万
J

高
知
県

三
九
O
O
万
J

徳
島
県
三
好
郡
池
田
町
に
建
設
さ
れ
た
池
田
ダ
ム
（
池
田
調
整
池）
は、
早
明
浦

ダ
ム
と一
連
の
ダ
ム
で、
池
田
ダ
ム
下
流
の
吉
野
川
の
治
水
と、
吉
野
川
北
岸
用
水

お
よ
び
香
川
用
水
に
必
要
な
取
水
位
の
確
保
な
ら
び
に
電
源
の
開
発
を
併
せ
行
な
う
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多
目
的
ダ
ム
で、
そ
の
堤
高
は
二
四
肘～
総
貯
水
量
は、

約一
二
六
五
万トン、
満
水

時
の
標
高
は
八
八
・
一
O
M
で
あ
る。

香
川
用
水
計
画
も、
「
早
明
浦
ダ
ム」
の
建
設
と
相
ま
っ
て、
よ
う
や
く
現
実
の
も

の
と
な
り、
昭
和
四
十一
年一
月
国
営
土
地
改
良
事
業
実
施
を
前
提
と
す
る
大
規
模

調
査
地
区
と
し
て
採
択
さ
れ、
初
め
て
本
格
的
な
調
査
に
着
手
し
た。
昭
和
四
十一

年
六
月
二
日
に
は
香
川
用
水
事
業
建
設
期
成
会
が
創
設
さ
れ、
同
年
四
月一
目、
香

川
用
水
が
全
体
実
施
設
計
地
区
に
採
択
さ
れ、
周
年
八
月一
日
香
川
用
水
土
地
改
良

区
が
設
立
さ
れ
た。
引
き
続
き
同
年
十
月、
明
治
百
年
を
記
念
し
て
十
月
二
十
四
日、

香
川
用
水
事
業
の
起
工
式
が
三
豊
郡
財
田
町
に
お
い
て、
農
林
省、
香
川
県
な
ら
び

に
水
資
源
開
発
公
団
の
共
催
で
行
な
わ
れ、
香
川
用
水
事
業
実
施
の
ス
タ
ー
ト
が
切

ら
れ
た。

香
川
用
水
計
画
は、
す
で
に
述
べ
た
よ，
う
に、
香
川
県
へ
の
分
水
量
は、
年
間
二

億
四
七
O
O
万
J
で
あ
り、
農
業
用
水
へ
一
億
五
O
O
万
J、
工
業
用
水
へ
七
九
O

O
万トン、
上
水
道
用
水
と
し
て
六一ニ
O
O
万トン、
を
供
給
す
る
た
め
の一
連
の
事
業

で
あ
る。
香
川
県
が
近
代
産
業
の
面
で
立
ち
遅
れ
た
原
因
は
い
ろ
い
ろ
い
わ
れ
て
い

る
が、
そ
の
最
も
大
き
い
も
の
は、
「
用
水
の
貧
困」
と
言
わ
れ
る。

農
業
の
近
代
化、
近
代
産
業
の
発
達
向
上
に
伴
い
急
増
す
る
水
需
要
を
充
た
す
た

め
に
残
さ
れ
た
県
内
の
水
資
源
は
ま
こ
と
に
乏
し
く、
開
発
の
余
地
は
極
め
て
少
な

い。
こ
の
香
川
用
水
計
画
は、
こ
う
し
た
本
県
の
水
需
要
を
抜
本
的
に
解
決
す
る
も

の
と
し
て
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る。
本
町
に
お
い
て
も
挙
県一
致
で
推
進
さ
れ
た

香
川
用
水
事
業
の
完
成
に
よ
っ
て
受
益
面
積一
八
九
・
八
か
（
水
量
三
七
万
九
六
O

O
J）
の
恩
恵
に
浴
し
て
い
る。
幹
線
水
路
に
つ
い
て
は
宮
奥
池
ま
で
国
営
事
業
で

直
径
四
五
今
討
の
パ
イ
プ
を
埋
設
し
て
い
る。
宮
奥
池
か
ら
東
部
に
つ
い
て
は、
県

営
事
業
で
直
径
四
O
今
討
の
パ
イ
プ
を
埋
設
し
次
の
図
表
に
あ
る
七
夕
所
の
分
水
口

（
A
B
C
D
E
F）
を
設
置
さ
れ
て
い
る。
分
水
工
D
F
の
地
点
か
ら、
団
体
営
か

ん
が
い
排
水
事
業
と
し
て
取
水
工
事
が
さ
れ
て
い
る。
そ
の
概
況
に
つ
い
て
は
次
の
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と

お

り

。

（

『

香川用

水
史

』

引

用

）

香川用

水 事 業
運

営
につ

い

て

は

香

川

用

水
土

地

改
良

区

が

設

立

さ

れ

この

運

営

に

当

っ

て

い

る

各市

町

村

か
ら

総
代

数

一

五O
名

を

土
地

改

良

法及び施行令

に

よ

り

県選
管
管

理

の
も

と

に

選出
し
て

い

る

。

白鳥

町

か
ら

は、

松
岡健氏
が

昭和四十三

年九月十六日当
選
し
、以来現在

まで連続当選

。

東宮兼正下室長
所
喜水
の

分
か

山奥弘守山心
分分分分分分

水水水水水水

一一一一二一所数台、

香川用水事業本町における施設整備状況

補助率 主 な図示番号 事 業 名 事業費 施工年度 L-ーー周司ー，ーー－ー

国 県
工 法

団体営かんがい排水

事業、白鳥廠栄地区 パイプj 100% 

① 53～54 埋管、ポンプ施設lヶ処

東山工区 24,400 45 10 Ll,479m 

II 

＠ 
清房地区 '13,300 55 45 10 パイプ／100"

埋管
II L818m 

森兼地区

II パイプ／75"

＠ 2,000 56 45 10 埋管
行成地区 L246m 

1.受益面積189.BNa （回） 2.年間給水量379,600m'

3.受益者負担金620円 年により変動がある。

4 .幹線の分水工についてはA.8(27処）、C.D.E.F共国営事業で施工されている．

（産経課資料）
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